
２０２５年（令和７年）１０月１１日（土）

10:00～10:30 開会式

10:30～12:00 講演①

「私たちの来し方行く末

～帯広・十勝の精神保健福祉～」

　特定非営利活動法人十勝障がい者支援センター

理事長　　門屋　充郎

13:15～14:45 大会企画①　対談 13:30～16:30 シンポジウム① 14:00～16:00 市民公開講座

「精神医療国家賠償請求訴訟の来し方行く末 「精神障害のある人を支える家族の現状 映画「どうすればよかったか？」上映

　～原告との対話から司法と精神医療を問う～」 ～その打開を求めて～」

　精神医療国家賠償請求訴訟原告　当事者　　伊藤　時男 埼玉県精神障害者家族会連合会

　精神医療国家賠償請求訴訟研究会　代表　　古屋　龍太 相談役　　飯塚　壽美

会長　　　佐藤　美樹子　他

15:00～16:30 大会企画②　講演

「強制入院廃止に向けたロードマップ」 13:30～16:30 一般演題（調整中）

～本人中心には不要な制度 大連帯会議に集まろう～」

東京アドヴォカシ―法律事務所　　所長　　池原　毅和 13:30～16:30 交流企画（調整中）

17:30～19:30 交流企画（調整中）

16:30～17:30 総会

２０２５年（令和７年）１０月１２日（日）

9:30～10:00 浜田賞受賞式 9:30～12:00 ワークショップ① 9:30～12:00 一般演題（調整中）

「語ろう、聴こう、考えよう、

10:00～12:00 理事会企画　シンポジウム 面会制限だけではない精神科病院のあるある！ 9:30～12:00 交流企画（調整中）

「身体拘束の痛み、傷を考える 体験者４人と精神科医、弁護士が語る」

～我々は『傷の声』にどう応えるか？～（仮）」 　日本医療大学・特定非営利活動法人どさんこコロ

杏林大学保健学部　リハビリテーション学科 教授　　松本　真由美　他

　教授　　長谷川　利夫　他

13:00～14:30 大会企画③　講演 13:00～14:30 講演② 13:30～16:30 ワークショップ②

「十勝の精神医療の来し方行く末 「どうします？この制度（仮）」 「ピアサポートを文化にする

～自分史に重ね合わせて～」 特定非営利活動法人とかち共同作業所 ～ピアって？～」

大会長　おびひろメンタルクリニック 理事長　　澤田　誠悦 埼玉県立大学保健医療福祉学部

　院長　　佐々木　青磁 社会福祉子ども学科　教授　　相川　章子　他

14:45～16:30 大会企画④　講演 15:00～16:30 シンポジウム②

「地域精神医療における時間と偶然 「道東のリアル～精神医療事情～（仮）」

～病院の時間、地域の時間～」

ACT－K（ACT京都）　主宰　　高木　俊介 13:30～16:30 一般演題（調整中）

13:30～16:30 交流企画（調整中）

16:30～17:00 閉会式

第68回日本病院・地域精神医学会総会　帯広大会


